
●受傷後、日常生活や対人関係、仕事等がうまくいかず自信をなくし、混乱や不安の中にいることを理解し、
　本人の話をよく聞きましょう。
●これまでの生活や人生観などを尊重した関わりをもつようにしましょう。
●本人の疲労に配慮しましょう。
●継続した長期間の支援が必要です。

●ゆっくり、わかりやすく、具体的に話します。
●何かを頼むときには一つずつ、具体的に示します。
●情報は、メモに書いて渡し、絵や写真、図なども使って分かりやすく伝えます。
●手順を簡単にする、日課をシンプルにする、手掛かりを増やすなど環境の調整をすることが大切です。
●疲労やいらいらする様子がみられたら、一休みして気分転換を促すようにします。

新しいことを
覚えにくい

●脳損傷による記憶障害で
は、病気や事故にあう前
の記憶は比較的よく保た
れます。
●さっき話したことや聞いた
ことを忘れて繰り返し同じ
話をする、新しい手順を
覚えることが難しい、同じ
間違いを繰り返してしま
う、などが起こります。

感情のコントロール
がきかない

●些細なことで腹を立
てたり、涙もろくなる
ことがあります。
●指示されないと行動
を起こせなかったり、
物事への意欲が低下
してしまうこともあり
ます。

コミュニケーションが
うまくいかない

●脳の言語野を損傷
すると、話す、聞く、
読む、書くなどの言
語機能に障害が起
こります。
● 話したいことが頭に
浮かんでも言葉がス
ムーズに出てこない
こともあります。

●たくさんの情報が示
されると、一度に処
理することが難しくな
ります。
●地図やフロア図がわ
からず、迷ってしま
い、目的地にたどり
着けないこともあり
ます。

●脳の損傷があると、
疲れやすくなります。
●あくびが出て、今やっ
ていることに集中で
きなくなります。
●疲れていることに気
づかず、イライラして
しまうこともあります。

複数のことを
同時にできない

●一度にいくつも
のことを考える
ことが苦手にな
ります。
●以前と同じよう
なテンポで物事
を処理すること
が難しくなります。

片側の空間の情報
を見落としてしまう

●左側（あるいは
右側）の空間に
ある人や物、文
章を見落として
しまうことがあり
ます。

段取りよく、物事を
進められない

●一つのことをやり通す
のに時間がかかります。
●優先順位を決められ
ない、間違いを修正
することができない、
などが起こります。
●目標を定めたり、計
画的に進めることが
苦手になります。

図の意味が
よくわからない

とても疲れ
やすくなる

エレベーター
はどこ?

義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、または妊娠初期の方など、外見から分か
らなくても援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方に配慮を必要としていることを知らせる
ことで、援助を得やすくなるよう、作成したマークです。詳しくはホームページをご覧ください。
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shougai/shougai_shisaku/helpmark.html


